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毎
年
市
民
か
ら
の
通
報
や
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
で
発
見
さ
れ
る
道
路
上
の
問
題

箇
所
の
う
ち
、　

〜　

％
が
ガ
ー
ド
レ

２０

３５

ー
ル
な
ど
の
当
て
逃
げ
、
不
法
投
棄
、

生
垣
の
せ
り
出
し
と
い
っ
た
も
の
で
、

一
部
の
人
た
ち
の
違
法
行
為
や
マ
ナ
ー

違
反
に
よ
る
も
の
で
す
。
私
た
ち
が
快

適
で
安
全
に
通
行
す
る
た
め
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
気
を
つ
け
、
ル
ー
ル
を
守

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
交
通
事
故
で
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
を

破
損
し
た
と
き
は
、
事
故
を
起
こ
し
た

方
の
責
任
で
復
旧
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
必
ず
道
路
管
理
者
に
ご

連
絡
下
さ
い
。

②
不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
道
路
に
空
き
缶
や
粗
大
ゴ
ミ
、

残
土
等
を
投
棄
す
る
こ
と
は
、
環
境
を

悪
化
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
交
通
の
障

害
に
な
り
ま
す
。

市
議
会
を
代
表
し
て
市
長
に
義
援
金
の

申
し
出
を
す
る
黒
木
議
長
（
＝
写
真
中

央
）
と
田
中
副
議
長
（
＝
同
左
）

８月１０日は
「道の日」
　道の日のシンボルマ
ークは、道路と人を図
案化したもので、道に
よってもたらされる人
と人との出会い、ふれ
あい、道路の大切さを
イメージしています。

久保ヶ谷戸地域のみなさんの活動により、
きれいな状態が保たれています

③
樹
木
の
せ
り
出
し
は
、
通
行
で
き
る

幅
を
狭
め
た
り
交
通
標
識
や
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
を
見
に
く
く
し
た
り
し
て
大
変
危

険
で
す
。
樹
木
は
早
め
に 
剪 
定
し
ま
し

せ
ん

ょ
う
。

④
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
の

迷
惑
駐
車
・
駐
輪
は
、
交
通
の
妨
げ
に

な
る
だ
け
で
な
く
事
故
を
誘
発
し
大
変

危
険
な
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
電
柱
や
標
識
柱
等
に
、
は
り
紙
、
は

り
札
、
立
看
板
、
の
ぼ
り
旗
を
設
置
す

る
こ
と
は
法
令
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
違
反
広
告
物
は
、
道
路
の

景
観
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
自
動
車

や
歩
行
者
の
視
界
の
妨
げ
に
な
る
こ
と

が
あ
り
危
険
で
す
。

⑥
商
品
等
を
道
路
上
に
置
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
商
店
街
な
ど
の
道
路
幅
の

狭
い
と
こ
ろ
で
は
、
自
動
車
や
歩
行
者

が
通
行
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

☆
こ
の
記
事
に
関
連
し
た
情
報
を
町
田

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

市
政
情
報
↓
市
役
所
の
紹
介
↓
市
役
所

組
織
↓
建
設
部
↓
道
路
管
理
課
の
コ
ン

テ
ン
ツ
か
ら
ご
覧
に
な
る
メ
ニ
ュ
ー
を

お
選
び
く
だ
さ
い
。

□問
 

道
路
管
理
課
11
７
２
４
・
１
１
５
１

　

道
路
は
、
一
歩
家
を
出
れ
ば
、
そ
こ
に
あ
る
大
変
身
近
な
存
在
で
す
。
し
か

し
、
そ
の
身
近
さ
ゆ
え
に
、
市
民
の
大
切
な
共
有
財
産
で
あ
る
こ
と
を
あ
ま
り

意
識
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
を
機
会

に
、
道
路
の
存
在
や
役
割
を
再
認
識
し
、
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
、
す
べ
て

の
人
が
い
つ
も
楽
し
く
笑
顔
で
歩
け
る
道
路
環
境
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
７
月　

日
発
生
し
た
新
潟
県

１６

中
越
沖
地
震
の
被
災
者
支
援
と
し
て　
１８

日
、
柏
崎
市
に
職
員
を
派
遣
、
飲
料
水

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
４
４
０
本
、
仮
設
ト

イ
レ
４
台
、
ア
ル
フ
ァ
ー
化
米
２
０
０

０
食
を
送
り
ま
し
た
。
ま
た
、　

日
に

１９

は
柏
崎
市
か
ら
要
請
を
受
け
、
市
民
病

院
の
内
科
、
外
科
医
師
、
看
護
師
な
ど

か
ら
な
る
医
療
班
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　町田市は、２００８年（平成２０年）２月１日に市制５０周年を迎え
ます。市では、まちの魅力を再発見、創造、発信する様々な事
業を市制５０周年記念事業として展開します。具体的な記念事業
は順次お知らせします。

���������	
　　２００８年は、これからの「町田ブランド」を構築する出発点
と位置づけ、都市ブランド構築に向けた様々な事業を市制５０
周年事業として展開します。
��������
　　町田市が目指すこれからの都市イメージを「人・モノ・文
化が交流し、常に変化し続けるまち」とし、この実現に寄与
することを基本コンセプトに記念事業を実施します。
��������	
　　市民、大学、企業、行政が一体となってまちの魅力を再発
見、創造、発信していくため、「あなどれません。町田」を
キャッチフレーズに記念事業を実施します。
��������	

　　記念事業の実施期間は、原則として２００８年１月から１２月ま
での１年間とします。

□問 企画調整課11７２４・２１０３

　市制５０周年記念事業の一環として、市では、２００８年度に市民
団体自らが企画・実施する「市民協働事業」を募集し、事業費
の一部を助成します。詳しくは募集要項をご覧下さい。募集要
項は市民活動振興課及び企画調整課で８月６日から配布しま
す。
○助成金額　事業に必要な経費の４分の３以内（上限は３０万円）
○助成対象　町田市内に本拠を置く市民団体（町内会・自治

会、ＮＰＯ法人、任意の市民団体等）
○申込受付期間　２００７年９月１１日から２０日（必着）まで

□問 市民活動振興課11７２３・２８９１

　

７
月　

日
、
市
議
会
議
員
一
同
か
ら

２３

日
本
赤
十
字
社
町
田
市
地
区
長
で
あ
る

石
阪
市
長
に
義
援
金
の
申
し
出
が
あ

り
、
市
長
、
両
副
市
長
の
義
援
金
と
あ

わ
せ
、
合
計　

万
円
を
日
本
赤
十
字
社

２０

新
潟
県
支
部
に
送
金
し
ま
し
た
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
「
新
潟
県
中
越

沖
地
震
義
援
金
」
と
「
熊
本
県
大
雨
災

害
義
援
金
」
の
受
付
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

郵
便
局
か
ら
ご
送
金
下
さ
い
（
手
数

料
は
無
料
で
す
）
。

【
新
潟
県
中
越
沖
地
震
義
援
金
】

◇
口
座
番
号

　

０
０
５
１
０

－

５

－　
２６

◇
口
座
名
義

　

日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部

※
通
信
欄
に
「
新
潟
県
中
越
沖
地
震
」

と
明
記
。

※
受
領
証
の
発
行
を
希
望
の
場
合
は
そ

の
旨
を
通
信
欄
に
記
載
。

◇
受
付
期
間　

２
０
０
８
年
１
月　

日
１６

（
水
）
ま
で

　

町
田
市
で
は
次
の
場
所
に
新
潟
県
中

越
沖
地
震
用
の
義
援
金
箱
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
課
、
市
民

課
駅
前
連
絡
所
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、

木
曽
山
崎
セ
ン
タ
ー
、
玉
川
学
園
文
化

セ
ン
タ
ー
、
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
、
国

際
版
画
美
術
館
、
市
民
病
院
、
総
合
体

育
館
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
、
室
内
プ

ー
ル
、
中
央
図
書
館
、
町
田
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
、
町
田
市
民
ホ
ー
ル
、
町
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
等　

か
所
。

２２

【
熊
本
県
大
雨
災
害
義
援
金
】

◇
口
座
番
号

　

０
１
９
０
０

－

０

－　
９９

◇
口
座
名
義

　

日
本
赤
十
字
社
熊
本
県
支
部

※
通
信
欄
に
「
熊
本
県
大
雨
災
害
義
援

金
」
と
明
記
。

※
受
領
証
の
発
行
を
希
望
の
場
合
、
そ

の
旨
を
通
信
欄
に
記
載
。

◇
受
付
期
間　

２
０
０
７
年
８
月　

日
１０

（
金
）
ま
で
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職
員
・
医
師
な
ど
を

職
員
・
医
師
な
ど
を

派
遣
、
支
援
物
資
も

派
遣
、
支
援
物
資
も

送
付
し
ま
し
た

送
付
し
ま
し
た

市
議
会
・
市
長
も

市
議
会
・
市
長
も

義
援
金
を
送
付

義
援
金
を
送
付
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記念事業の枠組み
市制５０周年記念のロゴ及びシンボルマークを作成しま
す。シンボルマークの図案は、市民から募集します
（募集は７月３１日に締め切りました）。

ロゴ・シン
ボルマーク
作成事業

市主催
事業 記念事業の基本コンセプトに合致する新規事業を特別

事業として実施します。特別事業

毎年実施しているイベントなど既存事業をレベルアッ
プし、冠事業として実施します。冠事業

包括連携協定を締結した大学・短期大学から記念事業
の提案を募集し、提案大学・短期大学に事業の実施を
委託します。

大学提案事業

記念事業の実施を希望する市民団体から事業提案を募
集し、予算の範囲内で事業費の一部を助成します。市民協働事業

企業、団体等が記念事業を実施する場合、記念事業の
ロゴ及びシンボルマークを使用できるものとします。

企業・団体等自主
事業

市広報・ホームページの活用、記念事業ホームページ
の設置、民間の広告スペースや情報誌の活用などによ
り市制５０周年記念事業の広報・宣伝を行ないます。

広報・宣伝事業
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出
発
前
に
市
長
か
ら
の
激
励
を
受
け
る

医
療
班

市
長
ら
に
見
送
ら
れ
支
援
物
資
を
積
み

込
み
市
役
所
を
出
発
す
る
搬
送
車

□□問問
福
祉
総
務
課

 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
５
３
７
、

７
２
４
・
２
５
３
７
、
6
７
２
４
・
１
１
８
７

７
２
４
・
１
１
８
７


